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第 47 回都道府県対抗自転車競技大会について 
 “47th all prefecture’s match the bicycle race in Tokyo 2012 ”  

                            村山吾郎  Murayama Goro  

 

１．第４７回都道府県対抗自転車競技大会[平成 24 年 9 月 6 日(木)~9 月 9 日(日)]について 
 本稿では昨年開催された同大会で筆者が競技役員として執務させて頂いた経験と併せて、自転

車競技の魅力についてご紹介したい。 

 別稿で東京都自転車競技連盟「子供のための自転車学校」をご紹介したが、同連盟普及委員会・

松本氏とのご縁を得た。筆者は日本自転車競技連盟公認審判員(3 級／ロード・トラック)を所持

しているものの、これまで当会が事務局を務める自転車ロードレース『ツアー・オブ・ジャパン』

でスタッフの一員として働いた経験があるだけで、その他の自転車競技大会での競技役員経験ゼ

ロでも何かお役に立てれば役員をさせて頂きたいとお願いして、このたび初めて競技役員をさせ

て頂いた。 

 本大会は、第 47 回都道府県対抗大会であると同時に、スポーツ祭東京 2013(第 68 回国民体育

大会自転車競技)リハーサル大会としての意味も持っている。 
当センターの職員・岸本課員は、平成 23 年度の研究報告書第 4 号でもご紹介したとおり、高

校・大学と自転車競技の経験があるが、自転車競技に打ち込む選手に取って国民体育大会や都道

府県対抗大会はとても大切な大会であると聞き、競技役員の方々の運営を勉強させて頂くと共に

参加選手の方々の活躍の場を支える裏方のひとりとして、経験が浅いことを常に忘れず臨んで、

大会期間中は筆者は 4 名の方々と一緒に「章典」業務等を担当させて頂いた。 

大会プログラムより、大会実施要項を以下にご紹介したい。 
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＜写真①：大会プログラム表紙＞         ＜写真②：大会プログラムより開催地 立川市／八王子市＞ 

  
＜写真③：同開催地 あきる野市／檜原村／奥多摩町＞ ＜写真④：※参考 2012 ぎふ清流国体大会プログラム＞ 
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 自転車競技をあまりご覧になったことのない読者諸兄姉のために、大会プログラムから「自転

車競技の見方」と、「世界・日本・大会記録」を下記に引用してご紹介する。 
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 ご覧になってお分かり頂けると思うが、自転車競技はほとんどの種目がタイムを競うものであ

り、他のスポーツと比べると特に自転車トラック競技では、「陸上競技」や「スピードスケート

競技」、そして「スキー競技」にも種目特性が通じるものがあると思われる。 
 

中でも陸上とスケートのそれぞれから、自転車トラック競技のプロ・競輪選手として大成して

いる選手を挙げると、世界選手権 10 連覇を達成した中野浩一氏(陸上)と、現在約 2800 人登録し

ている競輪選手の中で実力トップの 9 人である『S 級 S 班』に所属する武田豊樹選手(スケート)
が著名である。 

また自転車ロードレース競技の場合、陸上の十種競技など一部の種目で、ある程度年齢が高く

なってから大成するタイプの「レイト種目」に通じるところがあり、実際に日本でも、大学時代

から自転車競技を始めてツール・ド・フランスに出場するに至った今中大介氏のような方もおら

れる。 
 
筆者自身は、別稿でもふれたとおり競技経験としては球技スポーツしか取り組んだことがない

のだが、実際にツアー・オブ・ジャパンや今回の都道府県対抗自転車競技大会のように現場で生

の試合(レース)を観戦する機会を通じて、各選手が自分を高めるために気の遠くなるような努力

を積んで晴れの舞台に出て、その走りを見ることができるのは本当に素晴らしいと感じている。 
読者諸兄姉におかれては、ぜひ身近な会場で自転車競技大会が開催されることがあれば、観戦

して頂いて、熱い走りをする選手達にご声援を頂ければ幸甚である。 
 
 
２．スポーツ祭東京 2013(第 68 回国民体育大会)が 2020 東京オリンピックに繋がりますよう！ 
 
現在すべてのスポーツ種目・競技団体関係者が、スポーツ祭東京 2013(第 68 回国民体育大会)

のための準備にあたっておられることであろう。 
そして今年 2013 年 9 月 7 日に、国際オリンピック委員会総会で 2020 年夏季オリンピック・

パラリンピック開催都市が、東京・マドリード・イスタンブールの 3 候補地の中から、東京が選

ばれるように願い、それぞれの方々がそれぞれの場所で精一杯ご尽力されていることと、自転車

界に関わるものとしてお察ししているところである。 
 
我が国においては、2013 年 3 月 11 日で東日本大震災被災から満 2 年が経ったが、大切なご家

族や友人を亡くされ、我が家や職場を失って想像を絶する悲しみやご苦労を負われて、今なお被

災地で仮設住宅にお住まいになり、また福島第一原子力発電所事故の影響で長年住み慣れてたく

さんの想い出や家族友人がいる故郷を離れて暮らさざるを得ない方々のご苦労がまだまだ続い

ている。自転車とスポーツとその仲間の絆を通じて、わずかでも被災地の皆様にお役に立ちたい。 
 

今回の第 47 回都道府県対抗自転車競技大会においても、主催者各位や競技団体各位のご努力

をはじめ、地域住民の方々やスポーツを統括する文部科学省・地元自治体・警察・消防・自衛隊

等行政機関やご協賛頂く企業の皆様、選手の活躍を広く報道して下さる報道機関、そして何より

選手ご自身とそのご家族・友人やチーム関係者がご理解とご支援お力添え下さって初めて成立し

ている(次ページの自転車ロードレース車列図を見て頂くと、運営面での体制確保のみならず、こ

れだけ多くの車列通過を受け入れて下さった地元住民の皆様にも、頭が下がる思いである)。 
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３．結びとして 

 平成 24 年 10 月 1 日付で、(公財)日本体育協会公認コーチ(自転車競技)資格を認定して頂いた

ので、4 年間に数回義務付けられている資格更新講習として、昨年 12 月 15 日(土)に東京都港区

で開催された「平成 24 年度公認スポーツ指導者全国研修会」に参加させて頂いた。 
※(公財)日本体育協会公式ホームページより http://www.japan-sports.or.jp/coach/tabid/239/Default.aspx 

  
研修会の席上、公認スポーツ指導者等表彰式も行われ、長年に渡って少年少女・青年の各種目

のスポーツ指導にあたってこられた諸先輩方が、(公財)日本体育協会・監物永三副会長より表彰

された。 
70 歳以上とお見受けした方々も多数おられたので、厄年を迎えた筆者はまだまだ駆け出しであ

り、諸先輩を見習って、これから出会う子供たちひとりひとりとの一期一会を大切に、勉強と研

鑽を重ねて微力ながら今できることを積み重ねてまいりたいと思いを新たにした次第である。 
 
＜参考・引用文献＞ 
◎第 47 回全国都道府県対抗自転車競技大会(第 68 回国民体育大会自転車競技リハーサル大会) 
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